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(57)【要約】
本発明は、貫通孔（１１２）を介してペニス（１０）が
挿入されるように、円筒状の安定器ボディー（１１０）
の中心部に貫通孔（１１２）が形成され、前記貫通孔（
１１２）の直径より小さい直径を有する小径部（１１４
）が貫通孔（１１２）の前端部に形成されたことを特徴
とするペニス勃起安定器に関する。本発明によれば、ペ
ニス勃起安定器は、単一のボディーを備え、小径部が貫
通孔の前端部に形成され、ペニスに血液が容易に供給さ
れ、ペニスから血液の流出が最大限に遅延されることが
できるため、性交を完了するまで十分にペニスの勃起状
態を維持することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
貫通孔（１１２）を介してペニス（１０）が挿入されるように、円筒状の安定器ボディー
（１１０）の中心部に貫通孔（１１２）が形成され、前記貫通孔（１１２）の直径より小
さい直径を有する小径部（１１４）が貫通孔（１１２）の前端部に形成されたことを特徴
とするペニス勃起安定器。
【請求項２】
前記貫通孔（１１２）には、中心軸の方向に延びる尿道溝（１１６）がさらに形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【請求項３】
前記安定器ボディー（１１０）の外面には、外部に突出する複数の刺激突起（１２０）が
形成されたことを特徴とする請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【請求項４】
前記安定器ボディー（１１０）の後部の外面には、一定の間隔をあけて滑り防止用の凹凸
（１２２）が形成され、前記安定器ボディー（１１０）の前部の外面には、複数の刺激突
起（１２０）が形成されたことを特徴とする請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【請求項５】
前記安定器ボディー（１１０）の外面には載置溝（１１１）が形成され、前記載置溝（１
１１）には、シリコンからなり、その外面に複数の刺激突起（１３２）を有する円筒部材
（１３０）が挿入されることを特徴とする請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【請求項６】
前記貫通孔（１１２）の内部には少なくとも一つの磁石（１３４）が埋め立てられること
を特徴とする請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【請求項７】
前記安定器ボディー（１１０）の貫通孔（１１２）は、テーパー面（１１２ａ）を有し、
このテーパー面（１１２ａ）の前端部には小径部（１１４）が形成されることを特徴とす
る請求項１に記載のペニス勃起安定器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、男性健康器具に係り、さらに詳細には、ペニスの基部につけて、ペニスに血液
が供給されて、性交が完了するまでペニスの勃起状態を十分に維持させる一体型のペニス
勃起安定器（penis erection stabilizer）に関する。
【背景技術】
【０００２】
一般的に、ペニスの勃起は、神経、血管、脳下垂体ホルモンのような内紛秘界が複合的に
作用することで起こり、男性のペニスは、このような複合的な作用に反応するように特別
な構造を有する。男性のペニスは、多くの血管を含むスポンジのような海綿体組織からな
る。視覚または触覚によって性的刺激が加えられれば、ペニス内の血管が拡張して、多量
の血液がペニスに供給され、これによりペニスが血圧によって拡張して勃起する。最近、
男性たちは、複雑な社会環境及び過重な業務によるストレスの影響で勃起不全、早漏など
が発生して、妻との円満な性交ができなくなった。
このような状況下で、円満な性交を保証するための多様な手段が従来技術に開示されてい
る。その代表例として、Ｏリング状のペニス勃起安定器がある。
しかし、この安定器リングは、固定された直径を有するという問題点がある。この安定器
リングがペニスにつけられた後、血液が動脈を通ってペニスの海綿体に供給されて拡張す
れば、安定器リングは、血液が静脈を通って流出されることを遅延させることによって、
ペニスの勃起状態を持続させる。しかし、この安定器リングの圧力が単調で、ペニスの勃
起状態の持続時間が短いという問題点があった。
一方、さらに他のペニス勃起安定器は、特許文献１に開示されている。このペニス勃起安
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定器は、外部リングと内部リングとが覆いによって互いに連結された構造を有する。この
ペニス勃起安定器をつけるためには、内部リングと覆いによって連結される外部リングが
ペニスにつけられて、内部リングが覆いを巻きながらペニス上で回転した後、内部リング
がペニスの基部に置かれる。最後に、外部リングが内部リングの周囲に配置されるように
、内部リングが外部リング内に配置される。それにより、コンドームの場合と同様に、ペ
ニス勃起安定器をつけるとき、外部リングをペニス上に着用した後、覆いを巻きながら内
部リングが回転するため、ペニス勃起安定器の使用が非常に不便である。また、この覆い
にペニスの周りの陰毛が挟まったりするため、傷が付く恐れがある。また、状況によって
、内部リングと外部リングとが互いに重なって、ペニスがひどい圧迫を受ける場合、血液
循環が悪くなることもある。
前記問題点を解消するために、本発明の出願人は、特許文献２でさらに他のペニス勃起安
定器を開示した。このペニス勃起安定器は、中心部に形成され、かつ所定の直径を有する
第１貫通孔と、ペニスの基部に隣接するようにペニスにつけられる円筒のボディーと、中
心部に形成され、第１貫通孔より小径の第２貫通孔と、ペニスにつけられた円筒のボディ
ーの次につけられるＯリングとを備える。このペニス勃起安定器において、血液が円筒の
ボディーとＯリングを順次に通るとき、経路の直径が次第に小さくなるため、血液がペニ
スに供給されるとき、ペニスを拡張させてペニスの勃起強度を高めることができる。また
、ペニスから血液が静脈を通って流出されるときには、ペニス内の血液がＯリングを通過
する間に、Ｏリングはペニスに比べて急激に小さくなった直径を有するため、血液が流出
されることを遅延させることで、ペニスの勃起状態の持続時間を延ばすことができる。
それにもかかわらず、このペニス勃起安定器は、円筒のボディーとＯリングとに分離され
て構成されるため、これらのうち何れか一つの部品が破損または紛失される場合、このペ
ニス勃起安定器を適切に使用することができなかった。また、ペニス勃起安定器は、滑ら
かな表面を有するため、これをペニスにつけたり分離するときには不便さがあった。
また、ペニス勃起安定器を円筒のボディーとＯリングとに分離して構成したため、製造コ
ストが上がるという問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許登録第６，３１９，１９４号明細書
【特許文献２】韓国実用新案登録第０４２２６３２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
したがって、本発明は、前記問題点を解決するためになされたものであって、本発明の目
的は、動脈を通ってペニスに供給された血液が静脈を通って流出される時間を十分に遅延
させることで、性交が完了するまでペニスの勃起状態を十分に維持させることができ、ペ
ニスへの着用及び分離を容易に行うことができる一つの円筒のボディーを備えるペニス勃
起安定器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
前記目的を達成するために、本発明の一実施形態によれば、貫通孔にペニスが挿入される
ように、円筒状のペニス勃起安定器のボディーの中心に貫通孔が形成され、この貫通孔の
直径より小さい直径を有する小径部がこの貫通孔の前端部に形成されるペニス勃起安定器
が提供される。
【発明の効果】
【０００６】
本発明によれば、ペニス勃起安定器が単一のボディーを備え、貫通孔１１２の前端部に小
径部１１４が形成されており、血液がペニスに容易に供給され、ペニスから血液が流出さ
れることを最大限に遅延させることができるため、性交が完了するまで十分にペニスの勃
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起状態を維持させることができる。
さらに、ペニス勃起安定器１００が単一のボディー１１０に形成されることによって、ペ
ニス勃起安定器の製造が簡単になり、製造コストが低減することができる。また、複数の
部品からなる従来のペニス勃起安定器に比べて、部品の紛失可能性が低い。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１実施形態に係るペニス勃起安定器を示す斜視図である。
【図２】図１に示すペニス勃起安定器の断面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ’線による断面図である。
【図４】図１に示すペニス勃起安定器の使用状態を示す断面図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係るペニス勃起安定器を示す斜視図である。
【図６】図５に示すペニス勃起安定器を示す断面図である。
【図７】図６のＢ－Ｂ’線による断面図である。
【図８】本発明の第３実施形態に係るペニス勃起安定器を示す断面図である。
【図９】本発明の第４実施形態に係るペニス勃起安定器を示す斜視図である。
【図１０】図９に示すペニス勃起安定器を示す断面図である。
【図１１】図１０のＣ－Ｃ’線による断面図である。
【図１２】図１０のＤ－Ｄ’線による断面図である。
【図１３】図９に示すペニス勃起安定器の使用状態を示す断面図である。
【図１４】本発明の第５実施形態に係るペニス勃起安定器を示す斜視図である。
【図１５】図１４に示すペニス勃起安定器を示す断面図である。
【図１６】図１５のＥ－Ｅ’線による断面図である。
【図１７】図１４に示すペニス勃起安定器の使用状態を示す断面図である。
【図１８】本発明の第６実施形態に係るペニス勃起安定器を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
以下、添付図面を参照して、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明する。
図１ないし図４は、本発明の第１実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面であり、図
５ないし図７は、本発明の第２実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面であり、図８
は、本発明の第３実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面であり、図９ないし図１３
は、本発明の第４実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面であり、図１４ないし図１
７は、本発明の第５実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面であり、図１８は、本発
明の第６実施形態に係るペニス勃起安定器を示す図面である。
まず、図１ないし図４に示すように、本発明の第１実施形態に係るペニス勃起安定器１０
０は、ペニス１０の外面につけられ、その中央に形成された貫通孔１１２を有する円筒状
の安定器ボディー１１０を備える。
さらに具体的に、本発明に係るペニス勃起安定器１００は、円筒状をなし、ペニス１０が
貫通孔１１２に挿入されるように、貫通孔１１２がその中央部に形成された安定器ボディ
ー１１０を備え、この安定器ボディー１１０は、２０ないし２５ｍｍの長さを有し、貫通
孔１１２は、２５ないし３０ｍｍの直径を有する。
この貫通孔１１２の直径及び長さは多様なサイズに形成可能であり、この安定器ボディー
１１０は、人体に無害な合成樹脂、金属または玉のような多様な材質から形成されること
ができる。
この安定器ボディー１１０が合成樹脂で射出成形される場合、ペニス勃起安定器の抗菌性
を高めるために、安定器ボディー１１０の外面にはナノ銀（nanosilver）が添加されるか
、または純銀がコーティングされることが好ましい。
この貫通孔１１２の前端部には、この貫通孔１１２の直径より小さい直径を有する小径部
１１４が形成される。この小径部１１４は、２３ないし２７ｍｍの直径を有することが好
ましいが、多様なサイズに形成可能である。
このような方式で、小径部１１４が貫通孔１１２の内部に突設されるため、本実施形態に
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係るペニス勃起安定器１００がペニス１０につけられれば、血液が動脈を通ってペニス１
０に流出される場合、血液は相対的に大きい直径を有する貫通孔１１２を経て、その後に
小径部１１４を経てペニス１０の海綿体組織に徐々に供給され、ペニス１０を膨脹させる
ことによってペニス１０の勃起強度を高めることができる。血液がペニス１０に供給され
た後、ペニス１０の静脈に通って流出される場合、血液は、ペニス１０に比べて急激に縮
小した小径部１１４を先に通過するため、血液がペニスから流出されることが妨害されて
、ペニス１０の勃起状態の持続時間が延びることになる。
安定器ボディー１１０の貫通孔１１２の前端部に小径部１１４が形成されることによって
、複数の部品からなる従来のペニス勃起安定器に比べて、本実施形態に係るペニス勃起安
定器１００は、その製造が簡単であり、一部の部品の紛失による廃棄の可能性が除去され
ることができる。
一方、安定器ボディー１１０の貫通孔１１２には、軸方向に延びる尿道溝１１６が形成さ
れ、本発明に係るペニス勃起安定器１００をつけた際に尿道が詰まることを防止すること
ができる。
また、前記安定器ボディー１１０の外面には刺激突起１２０が形成されており、性交を行
うときに、女性の刺激を促進させる機能を行う。この刺激突起１２０は、ペニス勃起安定
器１００を着用または分離するとき、ペニス勃起安定器の滑りを防止する補助的な機能を
行うことができる。
前述のように構成された本発明に係るペニス勃起安定器１００をペニス１０につけた状態
で、性交を行いつつ男性が射精したり、疲れによって緊張感が解消される場合には、ペニ
ス１０の海綿体組織に供給された血液が静脈を通ってフィードバックされる。この場合、
拡張したペニス１０内の血液が急激に縮小した小径部１１４をまず通過せねばならないた
め、小径部１１４は血液がペニスを通過することを防止する機能を行って、血液が流出さ
れることを遅延させる。これにより、ペニス１０の勃起状態は性交を完了するまで十分に
維持されることができる。
一方、図５ないし図７は、本発明の第２実施形態に係るペニス勃起安定器１００を示す図
面である。安定器ボディー１１０の後部の外面には、一定の間隔をあけて形成された、滑
りを防止するための凹凸１２２が形成されており、安定器ボディー１１０の前部の外面に
は複数の刺激突起１２０が形成されている。
したがって、本発明に係るペニス勃起安定器１００をペニス１０に着用または分離する場
合には、滑りを防止するための凹凸１２２を握ることによってペニス勃起安定器を便利に
使用することができる。
また、図８は、本発明の第３実施形態に係るペニス勃起安定器１００を示す図面である。
安定器ボディー１１０の外面には載置溝１１１が形成されている。
この載置溝１１１には、シリコンからなる円筒部材１３０が挿入されている。このシリコ
ンからなる円筒部材１３０の外面には、複数の刺激突起１３２が形成されている。このと
き、この刺激突起１３２は、シリコンからなる円筒部材１３０に形成されるが、安定器ボ
ディー１１０上で前方に突設されており、所定の弾性を有する刺激突起１３２によって刺
激が極大化されることができる。
前述の構成によって本発明に係るペニス勃起安定器１００を使用した後には、安定器ボデ
ィー１１０の載置溝１１１から円筒部材１３０は分離されて、これを洗浄した後に使用す
ることができる。
図９ないし図１３は、本発明の第４実施形態に係るペニス勃起安定器１００を示す図面で
ある。安定器ボディー１１０の外面には、複数の滑り防止用の凹凸１２２及び刺激突起１
２０が形成されている。貫通孔１１２において、安定器ボディー１１０の内面には一定の
間隔で４００ガウス以上の磁気力を有する複数の磁石１３４が埋め立てられており、円滑
な血液循環を保証し、人体の新陳代謝を促進させて健康を増進させることができる。
このとき、円筒孔１１２の前端部には、二つの磁石１３４が埋め立てられており、貫通孔
１１２の後方の端部には三つの磁石１３４が埋め立てられているが、必要によってさらに
多いか、または少ない数の磁石１３４が安定器ボディー１１０の内面に埋め立てられるこ
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図１４ないし図１７は、本発明の第５実施形態に係るペニス勃起安定器１００を示す図面
である。安定器ボディー１１０の後部の外面には、複数の滑り防止用の凹凸１２２が形成
されており、安定器ボディー１１０の前部の外面には載置溝１１１が形成されている。
この載置溝１１１には、シリコンからなる円筒部材１３０が挿入されている。このシリコ
ンからなる円筒状部材１３０の外面には、複数の刺激突起１３２が安定器ボディー１１０
の前方に突設されている。一方、貫通孔１１２の内部には複数の磁石１３４が埋め立てら
れている。
図１８は、本発明の第６実施形態に係るペニス勃起安定器１００を示す図面である。安定
器ボディー１１０の貫通孔１１２は、その前方に、次第に縮小する直径を有するテーパー
面１１２ａを形成し、このテーパー面１１２ａの前端部には小径部１１４が形成される。
したがって、血液がペニス１０に円滑に供給されることができ、ペニス１０の海綿体組織
内に長期間滞留することができるため、ペニス１０の勃起状態の持続時間がさらに延びる
ことができる。
以上のように、本発明の好ましい実施形態を例示のために詳細に説明したが、当業者なら
ば、特許請求の範囲に開示されたような本発明の思想及び権利範囲を逸脱することなく、
本発明に対して多用な変形または付加及び代替を行うことができるということが理解でき
るであろう。
【符号の説明】
【０００９】
１０　ペニス
１００　ペニス勃起安定器
１１０　安定器ボディー
１１１　載置溝
１１２　貫通孔
１１４　小径部
１２０　刺激突起
１２２　凹凸
１３０　円筒部材
１３４　磁石
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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